
活用力を高める理科学習指導 

～探究シートによる表現・交流活動を予想・考察段階に位置づけた学習過程を通して～ 

 

要約 

 新学習指導要領では、教科の目標の一つである「科学的な見方や考え方を養うこと」と

は、自然を科学的に探求する能力や態度が育成され、自然についての理解を深めて知識を

体系化し、いろいろな事象に対してそれらを総合的に活用できるようになることであると

述べられている。さらに、指導計画には十分な観察や実験の時間、課題解決のために探究

する時間などを設け、問題を見いだし観察、実験を計画する学習活動、観察、実験の結果

を分析し解釈する学習活動、科学的な概念を使用して考えたり説明したりするなどの学習

活動が充実するよう配慮することが述べられている。 

これまでの観察・実験において、課題に対する仮説を設定したり観察・実験結果から考

察させたりする場面、そして自分の考えを他者と交流し共有したり発展させたりする場面

を十分につくることができておらず、既習の科学的知識や科学的概念を活用させる場面を

十分に仕組むことができていなかった。 

そこで、観察・実験において生徒の活用力を高めるためには、予想・考察段階にそれぞ

れ、自分の考えを表現したり考えを他者と交流したりする活動を仕組むことが有効である

と考えた。そこで、以下の２点の活動に重点をおいて、研究を進めていくことにした。 

 

 

 

 

本研究を通して、次の成果と課題が明らかになった（〇：成果、●：課題）。 

○ 予想・考察段階で、既習知識や実験での気づき・考えたことなどを用いて、自分の

言葉で表現する活動を繰り返すことで、知識を活用した考察を行うことができる生徒

が多くなった。また、交流活動において、他者の考えと自分の考えとを視覚的に区別

することで、交流で得た新たな考えを自分の考えに付加する活動がスムーズに進めら

れ、自分の思考の過程が整理できた。 

○ 実践を終えた後の生徒の自己評価を分析すると、「既習知識を活用して仮説を立てる

ことができた」、「交流活動をすることで、課題に対する考えを自分でまとめることが

できた」と実感した生徒が多かった。  

● 仮説を設定する力の個人差が大きかった。活用するための知識が定着しておらず、

仮説を立てられない生徒もいた。活用させるための「知識」を、生徒が選択・吟味し

ながら思考できるような手立てを今後の学習活動で積み重ねる必要がある。 

● 生徒が自由に考え自由に実験できる探究活動を章末に仕組むことが、活用力を高め

るのに有効であると考える。指導計画に探究活動を適切に位置づけ、探究シートを用

いた表現・交流活動をくり返し行わせることで生徒の活用力は高まっていくと考える。 

キーワード：活用力、探究シート、表現・交流活動、予想・考察段階 

① 予想段階に、課題に対し既習の知識・技能を用いて、仮説を設定したり、観察・実

験の方法を考えたりする活動。 

② 考察段階に、実験の結果を分析したり、しくみや規則性を解釈したりするとともに、

課題に対する結論を解説する活動。 

 



１ 主題設定の理由 

(1) 社会的な観点から 

  OECD（経済協力開発機構）の PISA調査など各種の調査から、日本の児童生徒について

は、思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題、知識・技能を活用する問題

に課題が見られると指摘されている（文部科学省、2008）。また、平成２４年度に実施さ

れた全国学力・学習状況調査においては、A問題（「知識」に関する問題）よりも B問題

（「活用」に関する問題）の正答率の方が小学校、中学校ともに低くなっていることや、

無解答率が小学校よりも中学校の方が高くなっていることがわかっている。具体的には、

「基礎的・基本的な知識や技能を活用して、観察・実験の結果などを分析し解釈するこ

と」、「基礎的・基本的な知識や技能を活用して、仮説を検証するための観察・実験を計

画すること」、「基礎的・基本的な知識を活用して、根拠を基に、他者の計画や考察を検

討し改善すること」について課題があることが示されており（国立教育政策研究所、2012）、

「活用」における課題が指摘されている。 

(2) 学校・生徒の実態から 

保護者の教育に対する関心は非常に高く、多くの生徒が塾に通っており、学習意欲も

高い。学力検査等の結果では、暗記や基礎・基本が得意で高い正答率を出しており、現

象の名称や、実験に関する内容（手順、結果、考察など）においては、知識として定着

している。一方で、実験における現象の把握や条件が変化することによる見通しが立て

られなかったり、理解した知識を応用として実生活の中に結びつけられていなかったり

という課題がある。また、自然現象への理解が実生活と関連づけて理解できておらず、

科学的に論を立てて表現できないという課題もある。 

(3) 教科のねらいから 

  新学習指導要領では、教科の目標の一つとして挙げている「科学的な見方や考え方を

養うこと」とは、自然を科学的に探求する能力や態度が育成され、自然についての理解

を深めて知識を体系化し、いろいろな事象に対してそれらを総合的に活用できるように

なることであるとしている。さらに、指導計画の作成に当たっては、十分な観察や実験

の時間、課題解決のために探究する時間などを設けるようにし、その際、問題を見いだ

し観察、実験を計画する学習活動、観察、実験の結果を分析し解釈する学習活動、科学

的な概念を使用して考えたり説明したりするなどの学習活動が充実するよう配慮するこ

とが述べられている（文部科学省、2008）。また、中央教育審議会は「学習指導要領等の

改善について」答申において、思考力・判断力・表現力等をはぐくむために、観察・実

験、レポートの作成、論述など知識・技能の活用を図る学習活動を発達の段階に応じて

充実させることを指摘している（中央教育審議会、2008）。 

(4) これまでの教科指導の反省から 

これまでの授業を振り返ると、すでに学習している科学的知識や科学的概念を活用さ

せる場面を十分に仕組むことができていなかったと感じている。具体的には、実験に取

り組ませる際に、それまでに身につけた基礎的・基本的な知識及び技能を確認する場面

や、課題に対する仮説を設定したり観察・実験結果から考察させたりする場面、そして

自分の考えを他者と交流し共有したり発展させたりする場面を十分につくることができ

ていない。このことから、提示された課題に対し、既習の知識や概念を用いて仮説を設



定させたり、観察・実験結果を考察させたりする活動と、自分の考えを表現・交流する

活動を授業の中に仕組み、活用力を高めようとする本研究は意義があると考える。 

 

２ 主題・副題の意味 

(1) 主題の意味 

  本研究の主題における「活用力」とは、観察・実験などに際して計画を立て、いろい

ろな工夫を行うことで得られる、様々な情報を分析して解釈し表現することで養われる

思考力や判断力、表現力のことであると考える（文部科学省、2008）。 

  「活用力を高める」とは、課題に対して、習得した基礎的・基本的な知識及び技能を

もとに事象を説明できるようになることである。具体的には、①課題に対して、習得し

た基礎的・基本的な知識及び技能を用いて仮説を設定する。②自分が立てた仮説をもと

に、結果を分析・解釈する。③最後に、自ら分析・解釈した考えに新たな考えを付加し

たり、修正を加えたりして、文章で説明することができるようにすることである。 

 以上のことから、本研究の「活用力を高める」ための構成要素を以下の３つとする。 

仮説設定力 
提示された事象から、それまでの学習で習得した技能や知識を関連づけ

て、仮説を立てる力。 

分析・解釈力 
実験データや得られた結果と自ら立てた仮説を比較し、自然事象にある

きまりを見出す力。 

解説力 
仮説や結果、他者との交流活動をもとに自らの考えを付加・修正し、  

科学的な見方や考え方をもって文章にし、説明することができる力。 

(2) 副題の意味 

  「探究シート」とは、「探る」編と「深める」編の２枚から構成されるワークシートで、

課題解決に向けた生徒の思考の流れが視覚的に整理されるようになっている【次頁資料

１】。「探る」編には、「仮説を立てよう」欄と「確かめよう」欄を設けている。「仮説を

立てよう」欄は、課題に対する仮説を記入したり、観察・実験の方法を考えたりするた

めの欄で、自分の考えと他者の考えを記入するようになっている。自分の考えと他者の

考えを視覚的に区別するために、他者の考えを記入する際には赤色のペンを使用させる

ようになっている。「確かめよう」欄は、仮説検証のために行った実験の結果を記録する

欄で、実験方法や注意事項を確認したり、結果の記録を記入したりするようになってい

る。また、「深める」編には、「分析しよう」欄、「考察しよう」欄、「交流しよう」欄、「解

説しよう」欄、「まとめよう」欄、「振り返ろう」欄を設けている。「分析しよう」欄は、

実験結果の記録を分析してわかることを記入する欄である。「考察しよう」欄は、課題に

対して設定した仮説や実験結果から分析した内容などをもとにして、事象の原因を考え

たり事象からきまりを見出したりして、自分の考えを記入する欄である。「交流しよう」

欄は、「考察しよう」欄で述べた考えを他者と交流し、他者の考えを記入する欄である。

ここでも、自分の意見と他者の意見を視覚的に区別するために、他者の考えは赤色のペ

ンで記入する。「解説しよう」欄は、他者と交流した内容も踏まえ、再度自分の考えを整

理し事象の原因や事象から見出したきまりを述べる欄である。ここでは、「考察しよう」

欄で述べた自分の考えとの変容をみるために、赤色のペンで記入する。「まとめよう」欄

は、事象の原因や事象から見出されるきまり、新たに生じた疑問などを、科学的な見方



や考え方をもって整理してまとめる欄である。「振り返ろう」欄は、課題に取り組んだ自

分を振り返り、どれだけ学習を深められたかを、４つの項目を４段階で自己評価する欄

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【資料 1】探究シート（上：「探る」編、下：「深める」編） 



「探究シートによる表現・交流活動」とは、上述の探究シートを用いて、体験などか

ら得た事実や気づき、考えを記述し、それをもとに、考えを説明したり意見を述べ合っ

たりすることである。 

「予想・考察段階」とは、「解決しようとする課題に対し、既習の知識や技能を用いて、

仮説を設定する段階」と、「実験の結果を分析し、しくみや規則性を解釈するとともに、

課題に対する結論を解説する段階」のことである。 

  「探求シートによる表現・交流活動を予想・考察段階に位置づけた学習過程」とは、

探究シート「探る」を用いて、問題解決学習の中の予想段階において、習得した知識や

概念を用いて問題解決のための仮説を立て記述したり、自分の考えを説明したり意見を

述べ合ったりする活動と、探究シート「深める」を用いて、考察段階において、観察・

実験から得た事実や気づき、考えを記述したり、自分の考えを説明したり意見を述べ合

ったりする活動を行うことである。 

 

３ 研究の目標 

 探究シートによる表現・交流活動を予想・考察段階に位置づけた学習過程を通して、活

用力を高める理科学習指導方法を究明する。 

 

４ 研究の仮説 

 理科の学習指導において、探究シートによる表現・交流活動を予想・考察段階に位置づ

けた学習を行えば、提示された事象から、既習の知識や技能をもとに仮説を立て、結果と

仮説の比較から自然事象にあるきまりを見出し、仮説や結果、交流活動をもとに自らの考

えを付加・修正し、文章にまとめることができるので、活用力が高まった子どもを育成す

ることができるであろう。 

 

５ 仮説検証の内容と方法 

 検証内容 検証方法 

仮説設定力 
仮説の根拠として既習の基礎的・基本的な知識や技能を

用いて、文章で表現しているか。 

探究シート 

「探る」 

分析・解釈力 
実験で得られた結果と仮説を比較し、自然事象にあるき

まりを見出すことができているか。 

探究シート 

「深める」 

解説力 
仮説や結果、他者との交流活動を通して、自らの考えを

付加・修正し、文章にまとめることができているか。 

探究シート 

「深める」 

 

 

 

 

 

 

 

 



項目 評価 評価の観点 

仮説設定力 

A 

既習知識を用いて、検証可能な方法を挙げて表現できている。

かつ、結果を予想して、正しく仮説を設定することができてい

る。 

B 

既習知識を用いて、検証可能な方法を挙げて表現できている。

又は、結果を予想して、科学的な見方・考え方に基づいて仮説

を設定することができている。 

C A、B以外。 

分析・解釈力 

A 
実験結果から、規則性や法則性を見出している。かつ、理由を

科学的な見方・考え方に基づいて文章で表現している。 

B 
実験結果から、規則性や法則性を見出している。又は、理由を

科学的な見方・考え方に基づいて文章で表現している。 

C A、B以外。 

解説力 

A 
自らの考えに付加・修正を加えたりして、科学的な見方・考え

方に基づいてまとめることができている。 

B 自らの考えを、まとめることができている。 

C A、B以外。 

 

６ 研究計画 

 研究内容 ９月 教材構成、教材作成 

４月 研究計画の審議 １０月 検証授業Ⅰ及びデータ収集・分析 

５月 研究主題の設定 １１月 検証授業Ⅱ及びデータ収集・分析 

６月 理論研究 １２月 研究のまとめ 

７月 理論研究 １月 研究のまとめ 

８月 仮説の設定、教材分析 ２月 研究報告会 

 

７ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 研究の実際 

実践Ⅰ 「みりんを加熱・冷却した後、得られる物質はなんだろう」 

 

 

① 予想段階 

  導入として、前時までに学習している「沸点」と「純粋な物質と混合物」について全

体で確認した。その後、身近な混合物である「本みりん」とその原材料表示を提示し、

本みりんを加熱・冷却することで純粋な物質が得られることを説明した。さらに、加熱・

冷却の際、３本の試験管に純粋な物質を集めることを説明し、「３本の試験管にはどんな

物質が集まるか」ということについて、探究シート「探る」に仮説を立てさせた。ここ

では、みりんから集まる物質の色と名称について予想させ、そう考えた理由についても

記入させた。まずは自分の考えを記入させたあと、班でそれぞれの仮説を交流させた。

自分の考えに、１本目にエタノール、２本目・３本目に水が集まると考え、その根拠に

既習事項である「沸点のちがい」を挙げている生徒がいた。一方で、集まる物質に水や

エタノール以外の物質を挙げ、その根拠に既習事項をどのように用いたらよいのかわか

らず、うまく仮説を立てられない生徒が多かった。 

仮説を交流した後、実験方法について、拡大図を用いて説明し、注意事項の確認を行

った。 

②  考察段階 

  みりんを加熱・冷却する実験を行い、 

３本の試験管に液体を集めさせた。３本 

の試験管内の液体に対し「皮ふにつける」、 

「においを嗅ぐ」、「火をつける」の操作 

を行い、その結果を探究シート「探る」の 

＜実験の記録＞に記録させた【資料２】。 

その後、探究シート「深める」の「分析 

しよう」に、３つの液体が何なのかにつ 

いて＜実験の記録＞から分析させ、全体 

で分析結果について確認した。どの班で 

も、「１本目の試験管にはエタノールが集 

まる」という結果が得られ、「なぜ１本目 

にエタノールが集まったのか」について 

「考察しよう」で考察させた。ここでも、 

自分の考えを記入させた後に、班でそれぞれの考察を交流させた。自分の考えに、「沸点

のちがい」を用いて考察する生徒が多かった【資料３】。しかし、「沸点のちがい」を用

いて考察できていない生徒や、何も書けなかった生徒もいた。 

【資料２】生徒の＜実験の記録＞（実践Ⅰ） 

【資料３】生徒の考察（実践Ⅰ） 

液体の混合物から得られた物質の性質と沸点の違いから、物質が分離できるという

ことを自ら導き、考えをまとめて表現できることをねらいとしている。 



これまでの「仮説」「分析」「考察」 

と他者との交流活動を踏まえ、課題 

に対する結論を文章で解説させた。 

エタノールが最初に多く集まる理由 

を「沸点のちがい」で説明するとともに、「蒸留のしくみ」にまで触れて解説する姿が見

られた【資料４】。また、ほとんどの生徒が「沸点のちがい」を用いて解説することがで

きていた。 

 

実践Ⅱ 「白い粉末はなんだろう」 

 

 

 

①  予想段階 

  ４種類の白い粉末（食塩、砂糖、 

片栗粉、ベーキングパウダー）を 

用意し、「自宅の台所に白い調味料 

が４つあるのだが、どれも正体が 

わからない。どのようにして調べ 

るか。」という課題を提示した。 

その課題に対し探究シート「探る」 

を用いて、仮説を立てさせた 

【資料５】。これまでの既習事項や 

生活体験から思い出されることを 

もとにして、「○○（方法）をした 

ら、△△（結果）なる」という視 

点で、自由に書かせた。ここでも、 

自分の考えを記入させた後、班で 

交流させた【資料６】。生徒たちは、 

「水に溶かす」や「加熱する」、 

「ヨウ素液をかける」などのこれま 

での学習で用いた科学的な方法を挙 

げたり、「触れたときの感覚がちが 

う」や「食塩ならばナメクジにかけ 

ると溶ける」、「砂糖ならば地面にま 

くとアリが寄ってくる」などの生活 

体験から得た知識を挙げたりと活発 

【資料４】生徒の解説（実践Ⅰ） 

【資料６】生徒の仮説（実践Ⅱ） 

【資料５】仮説を立てる生徒のようす（実践Ⅱ） 

既習の知識・技能を用いて、４種類の白い粉末の正体を調べる方法を考えるととも

に、考えた方法で調査を行い、その結果からそれらの粉末の正体を自ら導き、考えを

まとめて表現できることをねらいとしている。 



に話し合いを進めていた。 

  班で出た全ての仮説をもとに、どんな方法で４つの粉末の正体を探るのかについて班

で考えさせた。 

②  考察段階 

  班で考えた実験方法で、４つの粉末に 

ついて調査活動を行わせ、その結果は探 

究シート「探る」の＜実験の記録＞に記 

録させた。それぞれの班で考えられた方 

法で実験が進められ、生徒たちは用意さ 

れている実験道具の中から必要なものを 

選択したり組み合わせたりして、活発な 

探究活動が行われていた【資料７】。調 

査活動後、探究シート「深める」の「分 

析・考察しよう」に、４つの粉末が何な 

のかについて＜実験の記録＞から班で分 

析させ、そう判断した理由についても考 

えさせた【資料８】。その後、班のメン 

バーを入れ替えて、それぞれの班での分 

析結果を交流させた。どの班も分析結果 

は同じであったが、実験方法は班で異な 

っていたため、判断した理由が様々であ 

った。交流活動では、異なる方法を知る 

ことで驚きを感じたり、さらに興味が湧 

いたりする生徒の姿が多く見られた。 

これまでの「仮説」「分析」「考察」と 

他者との交流活動を踏まえ、課題に対す 

る結論を解説させた。生徒たちの解説に 

は、自分の班での分析結果に加え、交流 

活動で得た新たな知識を用いて自分の考 

えに付加を行い、より詳細に判断理由を 

述べた記述が多く見られた【資料９】。 

 

 

 

 

 

【資料７】探求活動の様子（実践Ⅱ） 

【資料８】生徒の分析・考察（実践Ⅱ） 

【資料９】生徒の解説（実践Ⅱ） 



９ 研究の成果と課題 

 【資料 10】は学級全体の３つの能力について評価基準表をもとに、実践ごとに分析した。 

 

 

 

 

 

 

(1) 研究の成果 

○  仮説設定力、分析・解釈力、解説力のいずれも実践Ⅰより実践Ⅱの方が高まって

いることが分かる。このことより、活用力が高まったと考えられる。 

○ 予想・考察段階に探究シートを用いて、自分の考えを表現する活動と考えを交流

する活動を仕組むことで、活用力が高まったと考えられる。「仮説」「考察」「解説」

の各活動の中で、既習知識や実験での気づき・考えたことなどを用いて、自分の言

葉で表現する活動を繰り返すことで、知識を活用した考察を行うことができる生徒

が多くなった。また、交流活動において、他者の考えを赤色のペンで記入させるこ

とで、自分の考えと視覚的に区別できるとともに、交流で得た新たな考えを自分の

考えに付加する活動がスムーズに進められ、自分の思考の過程が整理できたと考え

られる。 

○ 実践Ⅱの最後に、この学習のまとめとして「気づいたことやもっと調べてみたい

と思ったこと、感想」を書かせた。興味・関心が高まった感想がとても多かった【資

料 11】。また、「様々な視点で調べていくことが大切なことに気づいた」や、「思って

いる以上にこれまでの学習で知識を獲得していることを実感した」などの感想が出

てきた【資料 12】。そして班活動を通してそれぞれが持つ知識が活用されたという感

想が出てきた【資料 13】。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

【資料１０】検証結果 

【資料 11】探究シート「深める」に生徒が書いた感想 

【資料 12】探究シート「深める」に生徒が書いた感想 

【資料 13】探究シート「深める」に生徒が書いた感想 



さらに、【資料 14】は、実践ⅠとⅡにおける生徒の４段階の自己評価を分析した結果で

ある。分析の結果、それぞれの項目で、実践ⅠよりもⅡの方が「４」や「３」の評価

をつけた生徒の割合が多かった。特に「学んだことをいかして、仮説を立てることが

できた」と「交流活動を通して、めあてに対する考えを導き出すことができた」につ

いては大きく増加しており、「既習知識を活用して仮説を立てることができた」、「交流

活動をすることで、課題に対する考えを自分でまとめることができた」と実感した生

徒が多かったと考えられる。また、「２」や「１」の評価をつけた生徒の割合が、この

実践を通して減少した。 

  このように、生徒たち自身の感想や自己評価からも、本研究の実践によって活用力が

高まったことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 今後の課題 

● 活用するための基礎知識の定着に課題が見られる。そのため、仮説設定力の個人

差が大きかった。活用するための知識が定着しておらず、どのように仮説を立てれ

ばよいのかわからない生徒もいた。活用させるための「知識」を、生徒が選択・吟

味しながら思考できるような手立てを今後の学習活動で積み重ねる必要がある。 

● 実践Ⅱのような、生徒が自由に考え自由に実験できる探究活動を章末に仕組むこ

とが、生徒の活用力を高めるのに有効であると考える。今後、指導計画を立てる段

階で、このような探究活動を適切に位置づけて、探究シートを用いた表現・交流活

動をくり返し行わせることで生徒の活用力は高まっていくと考える。 

 

≪参考文献≫「中学校学習指導要領解説 理科編」大日本図書（2008 年）、「幼稚園、小学

校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改善について（答申）」中央教

育審議会（2008年）、「平成 24年度全国学力・学習状況調査 調査結果のポイント」国立

教育政策研究所（2012年） 

【資料１4】実践ⅠとⅡにおける生徒の４段階自己評価の分析結果 


